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 和歌山県防衛協会

「定期総会」開催される
令
和
７
年
度



【
令
和
七
年
度 

事
業
報
告
】

　
　
　
　
　
　
会
　
長山

本
　
進
三

　

昨
今
の
国
際
社
会
は
、
か
つ
て

な
い
不
透
明
さ
と
緊
張
の
中
に
あ

り
ま
す
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
は
四
年
目
に
入
り
、
中

東
で
は
今
年
の
二
月
に
米
国
と
イ

ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
へ
の
軍

事
攻
撃
が
実
施
さ
れ
、
こ
れ
に
伴

う
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封
鎖
は
、
世

界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
と
国
際
秩

序
を
大
き
く
揺
る
が
し
て
い
ま
す
。

我
が
国
に
と
っ
て
も
、
原
油
・
天

然
ガ
ス
の
主
要
航
路
が
封
鎖
さ
れ

る
事
態
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保

障
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
産
業

に
お
い
て
原
油
の
高
騰
が
も
た
ら

す
影
響
を
改
め
て
突
き
つ
け
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
我
が
国
周
辺
の
安
全
保

障
環
境
も
依
然
と
し
て
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
は
北
方

領
土
の
軍
事
拠
点
化
を
強
行
し
、

我
が
国
領
空
・
領
海
付
近
で
の
威

嚇
的
な
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

北
朝
鮮
は
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を

加
速
さ
せ
、
中
国
に
お
い
て
も
尖

閣
諸
島
周
辺
で
の
領
海
侵
入
や
台

【
令
和
八
年
度 

事
業
計
画
】

　
　
　
　
　
　
会
長
代
行笹本

　
昌
克

　

世
界
情
勢
は
四
年
を
経
過
し
た

現
在
も
継
続
中
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
を
は
じ
め
、
本
年
二
月
末

に
米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン

に
対
す
る
大
規
模
攻
撃
が
開
始
さ

れ
る
な
ど
緊
迫
感
が
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
イ
ラ
ン
に
よ
る
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
や
近
隣
中
東
諸

国
へ
の
攻
撃
と
い
う
多
く
の
国
々

を
巻
き
込
む
戦
争
へ
と
発
展
し
、

原
油
供
給
の
停
滞
と
い
う
世
界
経

済
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
る
事
態

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

近
年
言
わ
れ
続
け
て
い
る
台
湾
有

事
の
可
能
性
を
含
め
昨
今
の
不
安

定
な
世
界
情
勢
を
鑑
み
、
当
た
り

前
の
こ
と
で
あ
る
「
自
分
の
国
は

自
分
で
守
る
」
と
い
う
国
防
思
想

を
国
民
に
根
付
か
せ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
和
歌
山
県
防
衛

協
会
は
、
今
年
度
も
会
員
・
一
般

の
皆
様
に
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
共
に
国
防
思

想
を
高
め
て
い
く
活
動
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議長の玉置副会長

司会の瀧本常任理事 松下 新青年部会長 辻 女性部会長

山本 会長

令和 8 年 6 月 7 日（日）
ダイワロイネットホテル和歌山
15：00 〜 15：50

 和歌山県防衛協会

「定期総会」開催される
令
和
７
年
度

湾
近
海
で
の
大
規
模
な
軍
事
演
習

が
常
態
化
し
て
お
り
、
緊
張
感
は

極
め
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
複
合
事
態
」
へ
の

対
応
と
し
て
、
防
衛
省
は
本
年
、

陸
海
空
自
衛
隊
を
一
元
的
に
指
揮

す
る
「
統
合
作
戦
司
令
部
」
を
本

格
稼
働
さ
せ
、
台
湾
有
事
や
大
規

模
災
害
を
見
据
え
た
即
応
体
制
を

強
化
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
に
よ
る
「
自
国
第
一
主
義
」

的
な
外
交
政
策
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

や
中
東
情
勢
の
行
方
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
今
後
の

世
界
経
済
と
安
全
保
障
の
枠
組
み

を
大
き
く
変
容
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

当
協
会
と
し
て
は
、
こ
う
し
た

激
変
す
る
情
勢
を
注
視
し
つ
つ
、

国
の
平
和
と
国
民
の
暮
ら
し
を
守

る
自
衛
隊
の
重
要
性
を
広
く
発
信

す
る
と
と
も
に
、
部
隊
へ
の
激
励

訪
問
や
各

自
衛
隊
行

事
へ
の
参

加
、
入
隊
・

入
校
激
励

会
な
ど
、

例
年
と
変

わ
ら
ぬ
揺

る
ぎ
な
い

支
援
体
制

を
維
持
し

て
参
り
ま

し
た
。
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令
和
７
年
度 

和
歌
山
県
防
衛
協
会
役
員

相
談
役	

尾
﨑　

武
久

参　

与	

和
歌　

哲
也

会　

長	

山
本　

進
三

会
長
代
行	

笹
本　

昌
克

副
会
長	

紀　
　

俊
崇

副
会
長	

玉
置　

佳
睦

副
会
長	

樫
畑　

友
洋

副
会
長	
亀
田　

直
紀

副
会
長	
田
中　

一
壽

副
会
長
（
女
性
部
会
長
）	

	

辻　
　

曙
生

監　

事	

奥　
　

重
貴

監　

事	

北
畑　

充
香

常
任
理
事	

大
城　

規
史

常
任
理
事	

三
木　

保
人

常
任
理
事	

吉
備
万
里
子

常
任
理
事	

瀧
本
ゆ
か
り

常
任
理
事	

竹
村　

克
治

常
任
理
事	

中
村　

友
希

常
任
理
事	

三
浦　

和
成

理　

事	

片
桐　

敬
晃

理　

事	

片
岡　

聖
佳

理　

事	

北
村　

彰
浩

理　

事	

乾　
　

敦
雄

理　

事
（
青
年
部
会
長
）	

	

松
下　

正
典（
新
任
）

理　

事	

大
谷　

純
子

理　

事	

奥　

智
香
子

理　

事	

尾
﨑　

太
郎

理　

事	

木
村　

雅
人

理　

事	

瀧
藤　
　

崇

理　

事	

田
原
サ
ヨ
子

理　

事	

長
坂　

隆
司

理　

事	

西
村　

朱
實

理　

事	

古
川　

祐
典

理　

事
（
事
務
局
）	

	

迎
井　

直
樹

和
歌
山
県
防
衛
協
会
特
別
会
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
五
十
音
順
）

㈱
シ
ュ
テ
ル
ン
和
歌
山	

	

石
井　
　

博

㈱
オ
ー
ク
ワ	

	

大
桑　

堉
嗣

㈱
パ
ー
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス	

	

大
桑　

俊
男

太
田
機
工
㈱	

	

太
田　

完
治

㈱
岡
本
設
計	

	

岡
本　

政
仁

		

尾
﨑　

武
久

㈱
南
北	

	

樫
畑　

友
洋

㈱
サ
ン
オ
ー	

	

片
桐　

敬
晃

㈱
亀
田
商
店	
	
亀
田　

直
紀

㈱
イ
ン
テ
リ
ッ
ク
ス	

	

木
村　

明
人

㈱
紀
陽
銀
行	

明
光
電
機
㈱	

	

久
保　

勝
彦

㈱
豊
工
業
所	

	

久
保　

晋
典

㈱
小
池
組	

　
　

代
表
取
締
役	

	

小
池　

康
之

㈱
湊
組	

	

笹
本　

昌
克

㈱
島
精
機
製
作
所	

	

島　
　

正
博

ワ
コ
ウ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱	

	

新
家　

啓
吾

㈱
杉
原
商
店	

	

杉
原　
　

達

		

瀧
本
ゆ
か
り

㈱
日
本
化
学
工
業
所	

	

田
中　

俊
一

和
歌
山
電
工
㈱	

	

谷
口　
　

司

田
原
学
園	

	

田
原
サ
ヨ
子

き
の
く
に
信
用
金
庫	
	

田
谷　

節
朗

㈱
尾
高
工
作
所	

	

辻　
　

曙
生

㈲
紀
乃
利
興
業	

	

中
本　

貴
幸

サ
ン
ケ
イ
広
告
㈱	

　

代
表
取
締
役
社
長	

	

秦　
　

啓
介

廣
谷
法
律
事
務
所	

	

廣
谷　

行
敏

太
洋
テ
ク
ノ
レ
ッ
ク
ス
㈱	

	

細
江　

美
則

伏
虎
金
属
工
業
㈱	

	
前
田　

寛
二

		

三
浦　

和
成

㈱
宝
樹	

	

宮
澤　

俊
也

公
認
会
計
士
・
税
理
士	

　

山
中
盛
義
事
務
所	

	

山
中　

盛
義

㈱
ヤ
マ
シ
ン	

	

山
本　

進
三

（収入の部）
科　　　目 R6 年度決算額 R7 年度予算額 R7 年度決算額 増　　減 備　　考
会　　　費 4,060,000 4,355,000 4,377,500 22,500

特別会員 1,110,000 1,140,000 1,080,000 △ 60,000 30,000×  36名
一般会員 2,295,000 2,370,000 2,355,000 △ 15,000 15,000×136名

15,000×  21町村（町村会員含む）
賛助会員 550,000 545,000 500,000 △ 45,000   5,000×100名

新規会員 105,000 300,000 442,500 142,500
特別0名 一般22名 賛助21名
計43名

（次年度分入金済1名）
周年準備積立金繰入 900,000 0 0 0

助成金 92,000 92,000 92,000 0 市長会より
雑収入（受取利息） 713 730 1,810 1,080

雑収入 0 1,000 1,000
繰越金 530,588 547,817 547,817 0

合　　計 5,583,301 4,995,547 5,020,127 24,580

（支出の部）
科　　　目 R6 年度決算額 R7 年度予算額 R7 年度決算額 増　　減 備　　考
会　議　費 787,421 880,000 1,010,364 130,364

総会費 721,534 800,000 912,086 112,086 講演会講師費 220,000,
会場ダイワロイネットホテル使用料等

役員会費 65,887 80,000 98,278 18,278 役員員会飲料、新年講演会会場費
事　業　費 3,840,010 3,150,000 3,037,702 △ 112,298

機関紙費 906,605 920,000 650,855 △ 269,145 防衛わかやま発刊 年２回　
部隊協力費 266,965 220,000 310,389 90,389 自衛隊激励品・記念行事参加費等
募集協力費 56,806 100,000 87,816 △ 12,184 入隊 ･ 入校激励会協賛金

団体協力費 238,820 240,000 250,000 10,000
追悼式献花費、護国神社玉串料、 
全国防衛協会会費、英霊にこたえる会会費、
基地協賛等

委員会活動費 61,691 100,000 80,711 △ 19,289 和歌山駐屯地、串本分屯基地
研修旅行費（旅行参加費相殺残）

青年部活動費 680,000 640,000 645,000 5,000 部会員64名×10,000
           1名× 5,000

女性部活動費 309,000 330,000 343,000 13,000 部会員10名×10,000
          81名× 3,000

広報費 581,570 600,000 669,931 69,931 年末カレンダー発送、のぼり旗、ポール代
その他 0 0 0 0

創立55周年記念事業費 738,553 0 0 0
事務局費 408,053 480,000 697,352 217,352

事務費 92,858 100,000 162,570 62,570 文具、名刺、ＰＣセキュリティソフト代、封筒、文房具、印刷代等
通信費 271,379 300,000 465,220 165,220 郵送費、切手代、電報代
慶弔費 0 20,000 23,130 3,130 井手様、会長親族様分

旅費 0 10,000 0 △ 10,000
雑費 43,816 50,000 46,432 △ 3,568 振込手数料・口座徴収料金等

周年準備積立金 0 300,000 300,000 0
予備費 0 144,300 0 △ 144,300

次期繰越金 547,817 41,247 △ 25,291 △ 66,538
総　合　計 5,583,301 4,995,547 5,020,127 24,580

（収入の部）
科　　　目 R7 年度予算額 R7 年度決算額 R8 年度予算額 増　　減 備　　考
会　　　費 4,355,000 4,377,500 4,710,000 332,500

特別会員 1,140,000 1,080,000 1,020,000 △ 60,000 30,000× 34名
一般会員 2,370,000 2,355,000 2,670,000 315,000 15,000×157名

15,000× 21町村（町村会員含む）
賛助会員 545,000 500,000 600,000 100,000   5,000× 120名
新規会員 300,000 442,500 420,000 △ 22,500 特別1名 一般22名 賛助12名

計35名
周年準備積立金繰入 0 0 0 0

助成金 92,000 92,000 92,000 0 市長会より
受取利息 730 1,810 2,000 190

雑収入 1,000 0 △ 1,000
繰越金 547,817 547,817 △ 25,291 △ 573,108

合　　計 4,995,547 5,020,127 4,778,709 △ 241,418

（支出の部）
科　　　目 R7 年度予算額 R7 年度決算額 R8 年度予算額 増　　減 備　　考
会　議　費 880,000 1,010,364 900,000 △ 110,364

総会費 800,000 912,086 800,000 △ 112,086 講演会講師費 220,000 等
役員会費 80,000 98,278 100,000 1,722

事 　 業 　 費 3,150,000 3,037,702 3,093,000 55,298
機関紙費 920,000 650,855 660,000 9,145 防衛わかやま発刊 年 2 回

部隊協力費 220,000 310,389 220,000 △ 90,389 自衛隊激励品・記念行事参加費等
募集協力費 100,000 87,816 100,000 12,184 入隊 ･ 入校激励会協賛他
団体協力費 240,000 250,000 250,000 0 全国防衛協会、英霊にこたえる会会費、

護国神社玉串料等
委員会活動費 100,000 80,711 90,000 9,289 研修 ･ 支援委員会
青年部活動費 640,000 645,000 590,000 △ 55,000 部会員59名×10,000　
女性部活動費 330,000 343,000 333,000 △ 10,000 部会員81名× 3,000

	 9名×10,000
広報費 600,000 669,931 850,000 180,069 年末カレンダー発送、防衛協会

ホームページ開設・運営費
その他 0 0 0 0

事 務 局 費 480,000 697,352 530,000 △ 167,352
事務費 100,000 162,570 100,000 △ 62,570 ＰＣセキュリティソフト代、名刺、文房具、印刷代等
通信費 300,000 465,220 350,000 △ 115,220 郵送費、切手代、電報代
慶弔費 20,000 23,130 20,000 △ 3,130

旅費 10,000 0 10,000 10,000
雑費 50,000 46,432 50,000 3,568 振込手数料・口座徴収料金等

周年準備積立金 300,000 300,000 200,000 △ 100,000 60 周年積立
予備費 144,300 0 47,230 47,230 支出合計の 1％

次期繰越金 41,247 △ 25,291 8,479 33,770
総　合　計 4,995,547 5,020,127 4,778,709 △ 241,418

令和８年度　収支予算書 令和７年度　決算書
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和歌山県防衛協会
令和７年度 講 演 会

河
かわ

野
の

 克
かつ

俊
とし

 氏

　

令
和
八
年
六
月
七
日
（
日
）、
和
歌
山
県
防

衛
協
会
主
催
に
よ
る
講
演
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
元
防
衛
省
統
合
幕
僚
長
の
河
野
克

俊
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
台
湾
有
事
と
日

本
の
安
全
保
障
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
は
常
任
理
事
の
瀧
本
ゆ
か
り
氏

の
司
会
で
進
行
し
、
国
際
情
勢
の
冷
徹
な
現
実

と
日
本
の
防
衛
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
示
唆
に

富
む
貴
重
な
お
話
を
伺
い
、
講
演
会
は
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

「台湾有事と日本の安全保障」演 題講 師 元防衛省統合幕僚長 河野 克俊 氏

令和8年6月7日（日）
ダイワロイネットホテル和歌山
16：00〜17：00

謝辞を述べる 田中副会長

令
和
八
年
度
六
月
二
十
一
日
　
和
歌
山
特
報
よ
り
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山本 大地 衆議院議員 山本 進三 会長　宮﨑 泉 県知事鶴保 庸介 参議院議員

和歌山地方協力本部長
谷口 慎 様

紀 俊崇 副会長 海上自衛隊阪神基地隊司令
平井 克英 様

　

定
期
総
会
お
よ
び
講
演
会
に
引
き
続
き
、
午

後
五
時
十
分
よ
り
懇
親
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
奥 

重
貴
監
事
と
小
野
博
美
氏
の
司

会
で
進
行
し
、
ま
ず
初
め
に
和
歌
山
県
防
衛
協

会
の
山
本 

進
三
会
長
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
ご
来
賓
と
し
て
お
招

き
し
た
和
歌
山
県
知
事
の
宮
﨑 

泉
様
、
衆
議

院
議
員
の
山
本 
大
地
様
、
参
議
院
議
員
の
鶴

保 

庸
介
様
、
海
上
自
衛
隊
阪
神
基
地
隊
司
令

（
一
等
海
佐
）
の
平
井 
克
英
様
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
ご
挨
拶
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
長

（
一
等
陸
佐
）
の
谷
口 

慎
様
に
よ
る
乾
杯
の
ご

発
声
と
と
も
に
歓
談
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
講
演
会
講
師
を
務
め
て
い
た
だ

い
た
元
防
衛
省
統
合
幕
僚
長
の
河
野 

克
俊
様

を
は
じ
め
、
各
駐
屯
地
の
司
令
や
部
隊
長
、
自

治
体
の
長
な
ど
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
同
士
で
積
極
的
に
交
流
が
図
ら
れ
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
親
睦
を
深
め
る

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

宴
も
た
け
な
わ
の
中
、
紀 

俊
崇
副
会
長
よ

り
閉
会
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
懇
親
会
な
ら
び
に

本
年
度
の
全
日
程
が
盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

令和8年6月7日（日）
ダイワロイネットホテル和歌山
１７：10〜１８：40

たくさんの方にご参加いただき、有意義な時間となりました。

和歌山県防衛協会
令和７年度 懇 親 会
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〜1日も早く立派な自衛官になられることを願って〜

自衛隊入隊・入校予定者激励会
令和8年3月8日（日）
和 歌 山 県 民 文 化 会 館
本年入隊・入校者数

約80名

令和
8年 4月10日（金）
自衛隊和歌山地方

協力本部和歌山地方協力本部 出陣式自
衛
隊

令和8年6月1日（月）ホテルグランドヒル市ヶ谷（東京都新宿区）

第37回 全国防衛協会連合会 定 期 総 会
　

令
和
八
年
六
月
一
日
（
月
）、
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
（
東
京
都

新
宿
区
）
に
お
い
て
「
第
三
十
七
回 

全
国
防
衛
協
会
連
合
会 

定
期
総
会
」

が
開
催
さ
れ
、
和
歌
山
県
防
衛
協
会

よ
り
山
本 

進
三
会
長
が
出
席
い
た
し

ま
し
た
。

　

全
国
防
衛
協
会
連
合
会
は
、
各
都

道
府
県
防
衛
協
会
等
の
連
合
体
と
し

て
、「
防
衛
意
識
の
高
揚
」
と
「
自
衛

隊
へ
の
支
援
・
協
力
」
を
目
的
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
八
年
四
月
十
日
（
金
）、
自
衛

隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁
舎
四
階

会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
八
年
度
出

陣
式
が
挙
行
さ
れ
、
和
歌
山
県
防
衛

協
会
よ
り
山
本 

進
三
会
長
が
ご
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
地
域
の
支
援
団
体
の
皆
様

も
多
数
ご
参
加
さ
れ
、
総
勢
約
五
十

名
が
集
う
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
谷
口 

慎
本
部
長
（
一
等

陸
佐
）
よ
り
力
強
い
訓
示
が
述
べ
ら

れ
、
令
和
八
年
度
の
任
務
完
遂
に
向

け
た
隊
員
の
決
意
を
改
め
て
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
昼
食
会
も
設
け
ら
れ
、

来
賓
と
隊
員
が
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
締
め
く

く
り
に
は
全
員
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を

合
わ
せ
、
今
年
度
の
募
集
活
動
へ
の

士
気
を
と

も
に
高
め

合
い
ま
し

た
。

　

今
後
も

自
衛
隊
和

歌
山
地
方

協
力
本
部

と
の
連
携

を
深
め
、

地
域
の
安

全
保
障
意

識
の
高
揚

に
努
め
て

ま
い
り
ま

す
。
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和歌山県防衛協会  青年部会  令和 8 年度  事業計画

1. 基本方針
①自衛隊への理解を広める事業及び自衛隊関係者との親睦を深める事業の推進
　（担当：総務・親睦委員会、拡大・事業構築委員会、研修・支援・出向委員会）
②近畿地区防衛協会青年部会連絡協議会への参加と協力（担当：出向、事務局）
③全国防衛協会連合会青年部会への参加と協力　（担当：出向、事務局）

2. 事業計画
担当委員会 実　施　要　項

1 総務・親睦委員会 ①卒業式式典の開催　②自衛官との親睦事業の開催
③その他の親睦事業の開催

2 拡大・事業構築
委員会

①会員拡大活動の推進　②会員の各種会議・事業への積極参加を促す取り組み
③自衛隊への理解を深めるイベントの事業構築

3 研修・支援・出向
委員会

①研修旅行の実施　②各自衛隊記念行事（各部隊周年式典）への参加　③自衛官募集の支援と協力
④退職自衛官再就職の支援と協力　⑤和歌山地方協力本部への支援と協力
⑥その他の支援事業の開催　⑦近畿出向メンバーとの連携・共同事業の計画

4 出向
① 近畿地区役員会への参加
②全国及び近畿地区事業への協力（全国及び地区大会への参加・その他研修事業等）
③近畿地区内各青年部会事業への参加　④ 各自衛隊記念行事（各部隊周年式典）の取りまとめ

5 事務局 ①全体会議の設営　②役員会議の設営　③正副部会長会議の設営　④総務、会計担当
⑤広報、会員拡大担当（役員会議にて兼ねる）　⑥各種参加取りまとめ（総会、全国大会、地区大会等）

和
歌
山
県
防
衛
協
会
　
理
事

青
年
部
会
長松

下
　
正
典

和歌山県防衛協会  女性部会  令和 8 年度  事業計画
1. 基本方針

和歌山県防衛協会女性部会は、会員増強を目標とし、自衛隊の行事への参
加や基地への慰問・親睦会等を通じて一人でも多くの女性に「防衛意識の高揚」
と「自衛隊に対する理解・支援・協力」の意義を認識して頂けるよう努力し
てまいります。

2. 事業計画
項　目 実　施　要　項

1.会　議 ①総会　　②ブロック長会議

2.�自衛隊支援及び親睦を深める行事
①自衛隊基地訪問及び研修旅行	 ②自衛隊記念行事への参加
③自衛隊入隊・入校予定者激励会	 ④和歌山城クリーン作戦
⑤自衛隊との親睦事業

3.�全国防衛協会女性部会への協力 　全国防衛協会連合会　　女性部会研修大会・総会

4.�女性部会員の親睦及び絆を深める行事 ①絵手紙教室　　②催事

5.その他 　未定

和
歌
山
県
防
衛
協
会
　
副
会
長

女
性
部
会
長

辻
　
曙
生
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令
和
八
年
四
月
十
日	

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部	

　

出
陣
式

四
月
二
十
一
日	

防
衛
協
会
役
員
会

四
月
二
十
六
日	

信
太
山
駐
屯
地	

　

創
立
69
周
年
記
念
行
事

五
月
二
十
四
日	

第
三
師
団 

創
立
65
周
年
・	

　

千
僧
駐
屯
地 

創
設
75
周
年
記
念
行
事	

六
月
一
日	

第
37
回 

全
国
防
衛
協
会
連
合
会	

　

定
期
総
会

六
月
七
日	

和
歌
山
県
防
衛
協
会
総
会	

　

令
和
７
年
度
定
時
総
会

七
月
四
日	

和
歌
山
県
隊
友
会	

　

令
和
8
年
度
定
時
総
会

七
月
二
十
一
日	

防
衛
協
会
役
員
会

七
月
二
十
五
日	

和
歌
山
駐
屯
地
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

〒
六
四
〇—

八
二
八
七

　

和
歌
山
市
築
港
一—

一
四—

六

	

和
歌
山
県
防
衛
協
会

（
〇
七
三—

四
二
二—

五
一
一
六
）

御
入
会
お
問
い
合
わ
せ

第三師団
創立65周年・

千僧駐屯地
創設75周年記念行事 令和8年5月24日（日）

千僧駐屯地

第
三
師
団 

創
立
６5
周
年
・

千
僧
駐
屯
地 

創
設
７5
周
年
記
念
行
事
開
催
さ
れ
る

令
和
八
年
五
月
二
十
四
日
（
日
）、
兵
庫
県
伊

丹
市
に
所
在
す
る
陸
上
自
衛
隊 

千
僧
駐
屯
地
に

お
い
て
、「
第
三
師
団 

創
立
65
周
年
・
千
僧
駐
屯

地 

創
設
75
周
年
記
念
行
事
」
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
和
歌
山
県
防
衛
協
会
よ
り
山
本
進
三
会
長
な

ら
び
に
尾
﨑
相
談
役
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

第
三
師
団
司
令
部
が
所
在
す
る
千
僧
駐
屯
地
に

と
っ
て
、
本
年
は
そ
れ
ぞ
れ
65
周
年
、
75
周
年
と

い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
行
事
と
な

り
ま
し
た
。

県
防
衛
協
会
は
、「
我
が
国
の
防
衛
に

寄
与
す
る
た
め
、
防
衛
思
想
の
普
及
、
自

衛
隊
の
健
全
な
育
成
発
展
に
協
力
す
る
」

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
各
種
事
業
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

県
民
の
皆
様
方
の
御
賛
同
と
協
力
会

員
と
し
て
の
御
加
入
を
お
待
ち
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。

和
歌
山
県
防
衛
協
会

和
歌
山
県
防
衛
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
お
知
ら
せ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
た
び
、
和
歌
山
県
防
衛
協
会
で

は
、
活
動
内
容
を
よ
り
分
か
り
や
す
く

お
伝
え
す
る
た
め
、

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
た
に
開
設
い

た
し
ま
し
た
。

　

総
会
・
研
修
旅
行
・
各
部
会
の
活
動

報
告
を
は
じ
め
、
行
事
予
定
や
お
知
ら

せ
な
ど
を
随
時
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
協
会
活
動
へ
の

理
解
を
一
層
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

U
R
L

https://w
akayam

abouei.com
/

こ
ち
ら
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

⇩
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